
1 学期末保護者会 校長挨拶          7 月 1４日（火） 

 

お忙しい中、保護者会にご参加いただきありがとうございます。１学期間のご理解ご協力ありがとうご

ざいました。このあと、1 学期中の各学級の様子や夏休みの生活への注意事項、課題について担任から話

があります。夏休み中には個人面談もありますのでご参加をよろしくお願いします。 

 

1 学期を振り返って見ますと 4 月に始業式と入学式があり、児童数４０８名で矢切小の令和８年度がス

タートしました。まず学校教育目標を変えました。「子どもが主体の学校 やさしく かしこく たくま

しく」です。４月半ばから体力向上プロジェクト「松戸市特級体力章」をスタートし、1 学期は業間休み

に鉄棒に取り組みました。昨年度、「１０秒間に逆上がり８回」の基準を合格した子は６名でしたが、今

年度は、すでに２５名が合格しています。締め切りは１月末です。今後も継続して、他の「５０ｍ走」「立

ち幅跳び」「ボール投げ」「なわとび 3 種目」と合わせて計５種目に挑戦していきます。合格者は、お昼の

放送で名前が発表されます。児童会主催の「ひまわりきらきらキャンペーン」も子どもたちの良かったこ

とがお昼の放送で発表されています。これらはすべて校内に掲示されております。 

また、４月に正門の横に植えた１１本のひまわりは、１本も枯れずに２ｍ以上の高さになり、花がたく

さん咲いています。帰りにご覧ください。 

 

5 月の全校田植えと運動会には、保護者の皆様には多大なるご協力とご参加をいただきありがとうござ

いました。両方とも天候に恵まれ実施することができました。子どもたちには、矢切小でしかできない体

験をたくさん経験して欲しいと思っています。 

協力農家の皆様、田植えボランティアの皆様、おやじの会の皆様、田んぼでの指導や作業、力仕事をし

ていただき、ありがとうございました。 



6 月には球技ブロック大会が、南部小学校を会場に行われました。サッカー部が、ブロック大会で数年

ぶりに 1 勝をし、２勝で４年ぶりに優勝しました。バスケットボール部は２敗で３位でしたが、どちらの

部も粘り強く、諦めないで、一生懸命走りきる姿が印象的でした。 

土曜参観が６月２０日にあり、子どもたちの学習の様子を見ていただきました。とても保護者の方の参

観率が高く、みな喜んでおります。土曜参観の前には、畑作ボランティアの皆様に、体育館裏の畑を開墾

していただきまして、ありがとうございました。後日 4 組の子どもたちがニンジンの種をまきました。 

６月から始まった学力向上プロジェクト「音読大賞」は、希望者が、毎日２名ずつ、お昼の時間に国語

の教科書を全校放送発表しています。９６名が申込み、７月１５日までで５９名が発表します。９月から

１年生も発表できます。後期には、今年度２回目の発表を受け付けます。 

7 月は、昨年までの通知票 3 学期制の短縮日課ではできなかった教育課程改善を行いました。授業時間

数は当然増えますが、それ以外にも①校外学習ができるようになり、２年生はアンデルセン公園、６年生

は国会議事堂・江戸東京博物館、４年生は千葉港・千葉市科学館に行きました。②国語の校内授業研究を

行いました。③昨日は芸術鑑賞教室を行いました。④陸上部は、昨年までの９月開始を今年は７月から始

めることができ、４年生も入部できるようにしました。５月から練習を積み重ねている吹奏楽部とともに、

現在矢切小の４年生以上の子どもたちの中で希望者が参加し、１０月の大会や演奏会に向けて、先生たち

と一生懸命がんばっています。 

今年、通知票２学期制に変わったことで、子どもたちが活動する時間が増え、一人ひとりが伸びる可能

性を増やすことができたらと思っています。 

９月から松戸市の「朝の見守り事業」が始まるという話が、松戸市役所よりありました。朝、体育館で、

おはようキッズサポーターの 2 名が、毎日見守りをしてくださいます。詳しくは松戸市から来る通知を

ご覧ください。 

これから夏休みに入ります。ご家庭での楽しい計画や地域での行事等で様々な体験を積み重ね、元気な

子どもたちに９月に再会できることを願っています。暑中お見舞い申し上げます。お体ご自愛ください。 


